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地域医療に関する調査 概要
○目的
東京の地域特性を踏まえた持続可能な地域医療の確保に向けた調査・分析を行い、今後の施策展開等に繋げる。

（１）患者の受療動向（将来推計）
都内では、高齢者人口の増加が続く一方、従前から特に高齢者を中心に入院受療率が低下傾向
・都内病院調査により疾病構造の変化を定量的に把握
・都民意識調査によりコロナ禍を経た都民の意識の変化を把握

（２）医療提供体制
今後の高齢者救急や在宅医療の需要増を見据え、病病連携・病診連携や医療介護連携における課題等について
把握

（３）病院の経営状況 ※次頁以降に中間報告を掲載
昨今の物価高騰等の影響を踏まえ、都内病院の経営状況や医業費用の地域差の有無、黒字・赤字要因等の分析

受療率低下の要因分析や、入院患者及び
外来患者数の将来推計を実施

○調査事項

〇調査・分析方法
①病院調査(全病院約620か所)：疾病構造の変化や、医療と介護等の連携の近年の変化や課題、病院の経営状況等に
ついて調査

②都民調査：受療に対する意識や行動の変化を把握するため、都民を対象としたインターネットによるモニター調査
③患者調査：実際に医療の提供を受けている患者の受療に対する意識や行動の変化を把握するための調査
④有識者等ヒアリング：関係団体、介護・在宅医療、医療経済学の専門家等に対しヒアリングを実施

○今後の予定
調査結果を踏まえ有識者等へのヒアリングを実施し、年度末に向けて最終報告を取りまとめる。 2



3

地域医療に関する調査 経営状況に関する調査の概要

①病床種別 ②開設主体別
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R６年度年度(n=497)

R５年度年度(n=494)

R元年度(n=476)

一般病院 療養型病院 精神科病院 その他病院

調査目的

調査方法

調査期間

調査項目

回答数 有効回答数503件（回答率81％）

令和元年度、令和5年度及び令和６年度の損益に関する情報、患者数、職員数など

令和7年8月19日（火）～ 9月16日（火）

都内全病院に対しメールにより調査票の配布・回収を行った

病院経営に対する物価高騰や入院患者数減少の影響等の把握

一般病院 一般病床が5割以上の病院

療養型病院 療養病床が5割以上の病院

精神科病院 精神病床が8割以上の病院

その他の病院 上記に該当しない病院

回答病院の属性

90.9%

6.8% 2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民間 公立 公的

民間
病院

医療法人、社会福祉法人、私立学校法人、公益法人、そ
の他の法人、医療生協、個人、会社

公立
病院

厚生労働省、国立大学法人、独立行政法人地域医療機能
推進機構、独立行政法人国立病院機構、独立行政法人労
働者健康安全機構、その他、地方独立行政法人、市町村、
都道府県

公的
病院 日赤、済生会、共済組合及びその連合会

調査対象 都内全病院
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※ 医業利益率＝医業利益÷医業収益×100（平均値）、経常利益率＝経常利益÷医業収益×100（平均値）

病院全体の経営概況

経営概況
利益率、赤字割合は全体的に経年で悪化傾向である。全体の経常利益率は令和元年度
0.5％から令和6年度△3.2%へ3.7ポイント低下、経常赤字の病院の割合は41.3%から57.3％
へ拡大している

黒字／赤字割合（全体）

医業利益令和元年度 医業利益令和６年度

経常利益令和元年度 経常利益令和６年度

令和元年度 令和５年度 令和６年度

全体

施設数 460 488 489
医業利益率 △ 1.5% △ 6.3% △ 5.8%
医業赤字割合 50.4% 63.5% 67.9%
経常利益率 0.5% △ 3.1% △ 3.2%
経常赤字割合 41.3% 54.1% 57.3%

うち一般病院

施設数 280 301 305
医業利益率 △ 3.8% △ 9.6% △ 7.6%
医業赤字割合 57.9% 72.4% 74.8%
経常利益率 △ 1.7% △ 6.1% △ 5.1%
経常赤字割合 46.8% 63.1% 63.6%

うち療養型病院

施設数 113 118 115
医業利益率 3.8% 0.4% △ 2.1%
医業赤字割合 35.4% 44.1% 54.8%
経常利益率 5.4% 2.9% 0.7%
経常赤字割合 32.7% 38.1% 44.3%

うち精神科病院

施設数 50 59 58
医業利益率 △ 0.2% △ 2.7% △ 3.3%
医業赤字割合 46.0% 61.0% 60.3%
経常利益率 2.6% 0.7% △ 0.2%
経常赤字割合 30.0% 44.1% 50.0%

うちその他の病院

施設数 16 9 10
医業利益率 △ 1.0% 2.8% △ 1.8%
医業赤字割合 37.5% 33.3% 50.0%
経常利益率 0.6% 3.5% △ 1.3%
経常赤字割合 37.5% 22.2% 50.0%

医業黒字
49.6%

医業赤字
50.4%

医業黒字
32.1%

医業赤字
67.9%

経常黒字
58.7%

経常赤字
41.3%

経常黒字
42.7%経常赤字

57.3%
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医業利益率の推移（全国平均との比較）

経営概況
一般病院、精神科病院はともに東京都の医業利益率は全国平均値と比較して低くなって
いる。療養型病院の利益率の差はあまりない状況となっている

R6年度の
全国平均の
公開データ

なし

R6年度の
全国平均の
公開データ

なし

R6年度の
全国平均の
公開データ

なし

【一般病院】 【療養型病院】 【精神科病院】

医業利益率＝医業利益÷医業収益×100（平均値）
※全国値出所：福祉医療機構「2023 年度病院の経営状況について」 病院の医業利益率を使用
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• 開設主体別の経営概況

開設主体別の経営状況
開設主体別にみると、民間病院は令和5年度から令和6年度で、赤字割合は増加している
が医業利益率は改善している

令和元年度 令和５年度 令和６年度

全体

施設数 460 488 489
医業利益率 △ 1.5% △ 6.3% △ 5.8%
医業赤字割合 50.4% 63.5% 67.9%
経常利益率 0.5% △ 3.1% △ 3.2%
経常赤字割合 41.3% 54.1% 57.3%

うち民間病院

施設数 415 443 444
医業利益率 △ 0.4% △ 5.5% △ 4.8%
医業赤字割合 47.0% 60.9% 65.3%
経常利益率 0.9% △ 2.7% △ 2.6%
経常赤字割合 39.3% 50.8% 54.7%

うち公的病院

施設数 12 12 12
医業利益率 △ 2.5% △ 9.0% △ 8.5%
医業赤字割合 75.0% 91.7% 91.7%
経常利益率 △ 1.6% △ 5.8% △ 6.3%
経常赤字割合 66.7% 83.3% 83.3%

うち公立病院

施設数 33 33 33
医業利益率 △ 14.6% △ 16.8% △ 18.2%
医業赤字割合 84.8% 87.9% 93.9%
経常利益率 △ 3.2% △ 7.4% △ 9.8%
経常赤字割合 57.6% 87.9% 81.8%
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※ 医業利益率＝医業利益÷医業収益×100（平均値）、経常利益率＝経常利益÷医業収益×100（平均値）
※ 上表の許可病床数の集計上、各年度未回答であった1病院を除外している

病床規模別の経営概況

病床規模別の経営概況
100～199床、200～299床、300～399床の病院は令和5年度から令和6年度にかけて医業利
益率が改善しているが、50床未満、50～99床、 400床以上の病院は赤字割合も増え利益
率も低下している

令和元年度 令和５年度 令和６年度

50床未満

施設数 41 49 49

医業利益率 △ 4.7% △ 9.3% △ 10.1%

医業赤字割合 53.7% 57.1% 61.2%

経常利益率 △ 3.9% △ 6.3% △ 8.7%

経常赤字割合 46.3% 51.0% 51.0%

50-99床

施設数 101 108 111

医業利益率 △ 0.6% △ 3.8% △ 6.2%

医業赤字割合 44.6% 58.3% 68.5%

経常利益率 0.7% △ 1.2% △ 3.4%

経常赤字割合 37.6% 50.0% 61.3%

100-199床

施設数 151 165 161

医業利益率 0.8% △ 4.0% △ 2.7%

医業赤字割合 40.4% 59.4% 60.2%

経常利益率 2.0% △ 1.4% △ 0.8%

経常赤字割合 37.7% 50.3% 49.1%

令和元年度 令和５年度 令和６年度

200-299床

施設数 54 52 55

医業利益率 △ 0.8% △ 11.7% △ 6.2%

医業赤字割合 51.9% 65.4% 70.9%

経常利益率 1.2% △ 7.8% △ 2.9%

経常赤字割合 40.7% 50.0% 63.6%

300-399床

施設数 45 46 45

医業利益率 △ 4.9% △ 8.7% △ 7.8%

医業赤字割合 68.9% 76.1% 75.6%

経常利益率 0.0% △ 3.0% △ 3.2%

経常赤字割合 57.8% 65.2% 62.2%

400床以上

施設数 67 67 67

医業利益率 △ 3.8% △ 6.5% △ 6.7%

医業赤字割合 65.7% 76.1% 82.1%

経常利益率 △ 0.4% △ 3.2% △ 4.0%

経常赤字割合 40.3% 67.2% 65.7%
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物価高騰等による影響：収支構造の経年変化
令和6年度100床当たり医業収益は入院及び外来診療収益の増加により10.7％増加(対令和元年
度)したが、材料費、給与費、設備関係費等の医業費用が13.6％増加(対令和元年度)により、医
業利益率△5.5％（2.7ポイント減）、経常利益率△3.0％（3.0ポイント減）と悪化している

令和元年度 令和５年度 令和６年度
1施設当たり平均 対医業収益比 100床当たり平均1施設当たり平均 対医業収益比 100床当たり平均1施設当たり平均 対医業収益比 100床当たり平均

施設数 460 - - 488 - - 489 - -
平均病床数 218 - - 211 - - 210 - -
医業収益 4,969,878 100.0% 2,279,430 5,200,998 100.0% 2,465,229 5,302,033 100.0% 2,522,246
うち入院診療収益 3,220,454 64.8% 1,477,059 3,263,054 62.7% 1,546,660 3,389,594 63.9% 1,612,474
うち外来診療収益 1,487,887 29.9% 682,418 1,554,110 29.9% 736,635 1,577,501 29.8% 750,438
医業費用 5,106,722 102.8% 2,342,194 5,477,739 105.3% 2,596,402 5,591,251 105.5% 2,659,830
うち材料費 1,233,536 24.8% 565,760 1,393,428 26.8% 660,473 1,457,404 27.5% 693,306
うち医薬品費 737,833 14.8% 338,407 849,077 16.3% 402,455 883,021 16.7% 420,065
うち診療材料費 464,527 9.3% 213,055 511,181 9.8% 242,296 537,858 10.1% 255,866
うち給食用材料費 31,176 0.6% 14,299 33,170 0.6% 15,722 36,526 0.7% 17,376

うち給与費 2,515,477 50.6% 1,153,721 2,599,726 50.0% 1,232,248 2,635,471 49.7% 1,253,727
うち委託費 369,199 7.4% 169,333 408,634 7.9% 193,689 399,334 7.5% 189,968
うち給食委託費 83,760 1.7% 38,417 82,105 1.6% 38,917 95,061 1.8% 45,222

うち設備関係費 449,816 9.1% 206,308 501,635 9.6% 237,771 508,984 9.6% 242,130
うち減価償却費 280,618 5.6% 128,705 304,760 5.9% 144,454 303,257 5.7% 144,263

うち研究研修費 10,623 0.2% 4,872 9,630 0.2% 4,565 9,902 0.2% 4,710
うち経費 300,362 6.0% 137,761 304,799 5.9% 144,472 308,515 5.8% 146,765
うち水道光熱費 84,439 1.7% 38,728 97,939 1.9% 46,422 101,372 1.9% 48,224
うち人材紹介手数料 13,144 0.3% 6,029 17,720 0.3% 8,399 18,285 0.3% 8,698

医業利益 △ 136,844 △ 2.8% △ 62,764 △ 276,741 △ 5.3% △ 131,173 △ 289,217 △ 5.5% △ 137,584
医業外収益 237,882 4.8% 109,104 258,114 5.0% 122,344 215,578 4.1% 102,553
医業外費用 98,651 2.0% 45,246 96,757 1.9% 45,862 84,483 1.6% 40,190
経常利益 2,387 0.0% 1,095 △ 115,384 △ 2.2% △ 54,691 △ 158,123 △ 3.0% △ 75,221

※内数として記載している勘定科目の「1施設当たり平均」及び「対医業収益比」は当該科目の回答があった施設における1施設当たり平均及び医業収益に対する
比率を示す。そのため、P.4における各病院の経常利益率等の平均値の数値とは異なる

※各項目の内訳の合計額は、その他の項目がある等の理由により合計と一致しない

単位：千円
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物価高騰等による影響：収支構造の経年変化（対令和元年度）
（前頁より）

令和元年度と令和５年度の比較 令和元年度と令和６年度の比較
1施設当たり平均 対医業収益比 100床当たり平均 100床当たり増減率 1施設当たり平均 対医業収益比 100床当たり平均 100床当たり増減率

施設数 28 - - - 29 - - -
平均病床数 △7 - - - △8 - - -
医業収益 231,120 0.0% 185,799 8.2% 332,156 0.0% 242,816 10.7%
うち入院診療収益 42,600 △ 2.1% 69,601 4.7% 169,140 △ 0.9% 135,415 9.2%
うち外来診療収益 66,222 △ 0.1% 54,216 7.9% 89,614 △ 0.2% 68,019 10.0%
医業費用 371,017 2.6% 254,208 10.9% 484,529 2.7% 317,636 13.6%
うち材料費 159,892 2.0% 94,713 16.7% 223,868 2.7% 127,546 22.5%
うち医薬品費 111,244 1.5% 64,049 18.9% 145,188 1.8% 81,658 24.1%
うち診療材料費 46,654 0.5% 29,241 13.7% 73,331 0.8% 42,811 20.1%
うち給食用材料費 1,994 0.0% 1,423 10.0% 5,350 0.1% 3,077 21.5%

うち給与費 84,249 △ 0.6% 78,527 6.8% 119,994 △ 0.9% 100,006 8.7%
うち委託費 39,434 0.4% 24,356 14.4% 30,135 0.1% 20,635 12.2%
うち給食委託費 △ 1,656 △ 0.1% 500 1.3% 11,300 0.1% 6,805 17.7%

うち設備関係費 51,819 0.6% 31,463 15.3% 59,169 0.5% 35,823 17.4%
うち減価償却費 24,143 0.2% 15,749 12.2% 22,640 0.1% 15,558 12.1%

うち研究研修費 △ 993 △ 0.0% △ 308 △ 6.3% △ 721 △ 0.0% △ 162 △ 3.3%
うち経費 4,437 △ 0.2% 6,711 4.9% 8,153 △ 0.2% 9,004 6.5%
うち水道光熱費 13,500 0.2% 7,694 19.9% 16,933 0.2% 9,496 24.5%
うち人材紹介手数料 4,575 0.1% 2,370 39.3% 5,140 0.1% 2,670 44.3%

医業利益 △ 139,897 △ 2.6% △ 68,409 △ 109.0% △ 152,373 △ 2.7% △ 74,821 △ 119.2%
医業外収益 20,232 0.2% 13,240 12.1% △ 22,304 △ 0.7% △ 6,551 △ 6.0%
医業外費用 △ 1,894 △ 0.1% 616 1.4% △ 14,167 △ 0.4% △ 5,056 △ 11.2%
経常利益 △ 117,771 △ 2.3% △ 55,786 △ 5,096.0% △ 160,510 △ 3.0% △ 76,316 △ 6,971.5%

※内数として記載している勘定科目の「1施設当たり平均」及び「対医業収益比」は当該科目の回答があった施設における1施設当たり平均及び医業収益に対する
比率を示す。そのため、 P.4における各病院の経常利益率等の平均値の数値とは異なる

※各項目の内訳の合計額は、その他の項目がある等の理由により合計と一致しない

単位：千円
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費用比率の変化（収支均衡している病院との比較）
経常黒字病院は材料費率、給与費率、委託費率の水準が低い傾向である。赤字病院が増え
る中、黒字赤字別の中央値・平均値は変化が少ないが赤字病院の最大値等が上昇している

【給与費率】

【委託費率】 【経費率】

【材料費率】 平均値 R1 R5 R6
経常黒字 13.4% 12.8% 13.4%
経常赤字 16.3% 17.2% 17.1%

平均値 R1 R5 R6
経常黒字 58.0% 57.5% 58.0%
経常赤字 64.3% 65.3% 64.1%

平均値 R1 R5 R6
経常黒字 6.2% 6.1% 6.3%
経常赤字 8.1% 8.4% 8.3%

平均値 R1 R5 R6
経常黒字 8.6% 8.2% 8.5%
経常赤字 9.2% 10.6% 9.6%

全体 R1 n=460（経常黒字n=270,経常赤字n=190）、R5 n=488（経常黒字n=224,経常赤字n=264）、R6 n=489（経常黒字n=209,経常赤字n=280）
※各指標において0%及び特異点は除く



都内病院・民間・一般病院 (2023年度) 全国平均・民間（医療法人）・一般病院 (2023年度) 差（都内病院－全国平均）
1施設当たり平均 対医業収益比 100床当たり平均 1施設当たり平均 対医業収益比 100床当たり平均 1施設当たり平均 対医業収益比 100床当たり平均

施設数 257 - - 1,355 - - △ 1,098 - -
平均病床数 188.1 - - 139.6 - - 48.5 - -
医業収益 6,004,454 100.0% 3,192,649 2,815,781 100.0% 2,017,035 3,188,673 0.0% 1,175,614
うち入院診療収益 3,639,147 60.6% 1,934,983 1,869,376 66.4% 1,339,095 1,769,771 △ 5.8% 595,889
うち外来診療収益 2,065,088 34.4% 1,098,035 725,389 25.8% 519,620 1,339,699 8.6% 578,416
医業費用 6,289,105 104.7% 3,344,002 2,862,583 101.7% 2,050,561 3,426,522 3.1% 1,293,441
うち材料費 1,815,416 30.2% 965,281 582,453 20.7% 417,230 1,232,963 9.5% 548,052
うち医薬品費 1,083,230 18.0% 575,968 257,424 9.1% 184,401 825,806 8.9% 391,567
うち診療材料費 703,358 11.7% 373,985 255,649 9.1% 183,130 447,709 2.6% 190,855
うち給食用材料費 28,828 0.5% 15,328 23,606 0.8% 16,910 5,222 △ 0.4% △ 1,581

うち給与費 2,817,723 46.9% 1,498,222 1,584,599 56.3% 1,135,100 1,233,124 △ 9.3% 363,122
うち委託費 468,993 7.8% 249,370 181,117 6.4% 129,740 287,876 1.4% 119,630
うち給食委託費 74,800 1.2% 39,772 36,102 1.3% 25,861 38,698 △ 0.0% 13,911

うち設備関係費 565,622 9.4% 300,749 266,765 9.5% 191,092 298,857 △ 0.1% 109,657
うち減価償却費 332,518 5.5% 176,805 127,409 4.5% 91,267 205,109 1.0% 85,537

うち研究研修費 8,616 0.1% 4,581 5,569 0.2% 3,989 3,047 △ 0.1% 592
うち経費 359,194 6.0% 190,988 224,769 8.0% 161,009 134,425 △ 2.0% 29,979
うち水道光熱費 101,285 1.7% 53,855 50,412 1.8% 36,112 50,873 △ 0.1% 17,743

医業利益 △ 284,651 △ 4.7% △ 151,353 △ 46,803 △ 1.7% △ 33,526 △ 237,849 △ 3.1% △ 117,827
医業外収益 236,087 3.9% 125,530 75,180 2.7% 53,854 160,907 1.3% 71,677
医業外費用 97,780 1.6% 51,991 28,155 1.0% 20,168 69,625 0.6% 31,823
経常利益 △ 146,345 △ 2.4% △ 77,814 222 0.0% 159 △ 146,567 △ 2.4% △ 77,973

都内病院における民間の一般病院は全国と比較して、全体傾向と同様100床当たり収益は
高いが、医薬品費、給与費などが高く、対医業収益比においても医薬品費に加え、委託
費、設備関係費（減価償却費）が高く、経常利益率は約2.4ポイント低くなっている

民間・一般病院 単位：千円

全国平均値 出所：中央社会保険医療協議会資料（2025.8.23）
※内数として記載している勘定科目の「1施設当たり平均」及び「対医業収益比」は当該科目の回答があった施設における1施設当たり平均及び医業収益に対する比率を示す。
そのため、P.4における各病院の経常利益率等の平均値の数値とは異なる

※各項目の内訳の合計額は、その他の項目がある等の理由により合計と一致しない

地域差や施設特性による影響：他地域との収支比較
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地域差や施設特性による影響：指定医療機関別の収支比較（R5年度）
経常利益率について、全体の△3.0％（対令和元年度、２.３ポイント減）と比較し、精神疾患は0.9％
（１.５ポイント減）と高く、在宅医療（在宅療養後方支援病院）は△6.7％（２.５ポイント減）と低い

Ｒ５年度
がん拠点病院等 脳卒中 心血管疾患 精神疾患 救急医療（二次） 救急医療（三次）

1施設当たり
平均 対医業収益比 1施設当たり

平均 対医業収益比 1施設当たり
平均 対医業収益比 1施設当たり

平均 対医業収益比 1施設当たり
平均 対医業収益比 1施設当たり

平均 対医業収益比

施設数 51 - 141 - 38 - 35 - 198 - 23 -
平均病床数 584 - 344 - 595 - 346 - 289 - 719 -
医業収益 25,340 - 11,967 - 26,796 - 2,493 - 9,983 - 31,287 -
うち入院診療収益 14,208 63.0% 7,191 63.7% 15,459 64.0% 2,105 84.2% 5,968 63.7% 18,173 63.3%
うち外来診療収益 9,088 40.3% 3,938 34.9% 9,519 39.4% 274 11.0% 3,281 35.0% 11,043 38.5%
医業費用 26,839 119.0% 12,842 113.7% 28,318 117.3% 2,551 102.0% 10,657 113.8% 33,346 116.2%
うち材料費 8,883 39.4% 3,747 33.2% 9,790 40.5% 206 8.2% 3,092 33.0% 11,042 38.5%
うち医薬品費 5,964 26.4% 2,294 20.3% 6,131 25.4% 111 4.4% 1,899 20.3% 7,069 24.6%
うち診療材料費 2,835 12.6% 1,403 12.4% 3,564 14.8% 31 1.2% 1,151 12.3% 3,876 13.5%
うち給食用材料費 84 0.4% 50 0.4% 94 0.4% 63 2.5% 42 0.4% 97 0.3%

うち給与費 10,498 46.5% 5,524 48.9% 10,745 44.5% 1,667 66.7% 4,708 50.3% 12,943 45.1%
うち委託費 2,023 9.0% 974 8.6% 2,087 8.6% 171 6.8% 777 8.3% 2,559 8.9%
うち給食委託費 206 0.9% 126 1.1% 220 0.9% 112 4.5% 111 1.2% 252 0.9%

うち設備関係費 2,616 11.6% 1,227 10.9% 2,740 11.3% 184 7.3% 997 10.6% 3,387 11.8%
うち減価償却費 1,639 7.3% 759 6.7% 1,659 6.9% 113 4.5% 616 6.6% 2,073 7.2%

うち研究研修費 55 0.2% 23 0.2% 55 0.2% 3 0.1% 21 0.2% 64 0.2%
うち経費 1,131 5.0% 624 5.5% 1,193 4.9% 237 9.5% 519 5.5% 1,300 4.5%
うち水道光熱費 457 2.0% 223 2.0% 461 1.9% 65 2.6% 184 2.0% 571 2.0%
うち人材紹介手数料 37 0.2% 33 0.3% 44 0.2% 10 0.4% 27 0.3% 19 0.1%

医業利益 △1,499 △ 6.6% △875 △ 7.8% △1,523 △ 6.3% △57 △ 2.3% △674 △ 7.2% △2,059 △ 7.2%
医業外収益 1,171 5.2% 588 5.2% 1,124 4.7% 99 3.9% 497 5.3% 1,392 4.9%
医業外費用 364 1.6% 162 1.4% 213 0.9% 18 0.7% 164 1.8% 325 1.1%
経常利益 △692 △ 3.1% △450 △ 4.0% △612 △ 2.5% 23 0.9% △342 △ 3.6% △992 △ 3.5%
Ｒ元年度比 △621 △ 2.8% △325 △ 2.9% △490 △ 2.0% △37 △ 1.5% △252 △ 2.7% △986 △ 3.4%

※内数として記載している勘定科目の「1施設当たり平均」及び「対医業収益比」は当該科目の回答があった施設における1施設当たり平均及び医業収益に対する
比率を示す

※各項目の内訳の合計額は、その他の項目がある等の理由により合計と一致しない

単位：百万円
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地域差や施設特性による影響：指定医療機関別の収支比較（R5年度）
（前頁より）

Ｒ５年度
災害医療 感染症医療 周産期医療 小児医療 在宅医療

(在宅療養支援病院)
在宅医療
(在宅療養

後方支援病院)
全体

1施設当たり
平均

対医業収益
比

1施設当たり
平均

対医業収益
比

1施設当たり
平均

対医業収益
比

1施設当たり
平均

対医業収益
比

1施設当たり
平均

対医業収益
比

1施設当たり
平均

対医業収益
比

1施設当たり
平均

対医業収益
比

施設数 190 - 10 - 37 - 45 - 139 - 45 - 952 -
平均病床数 313 - 548 - 596 - 566 - 113 - 349 - 252 -
医業収益 10,457 - 20,563 - 26,737 - 24,054 - 1,961 - 8,857 - 6,953 -
うち入院診療収益 6,235 64.4% 11,614 63.4% 15,229 63.3% 13,666 62.9% 1,283 68.0% 5,563 67.3% 4,241 64.7%
うち外来診療収益 3,386 35.0% 6,006 32.8% 9,494 39.4% 8,505 39.2% 480 25.4% 2,346 28.4% 2,160 33.0%
医業費用 11,132 115.0% 22,133 120.8% 28,068 116.6% 25,481 117.3% 2,030 107.6% 9,994 120.8% 7,385 112.6%
うち材料費 3,205 33.1% 6,102 33.3% 9,331 38.8% 8,267 38.1% 250 13.2% 2,177 26.3% 1,993 30.4%
うち医薬品費 1,976 20.4% 4,046 22.1% 5,955 24.7% 5,307 24.4% 116 6.2% 1,252 15.1% 1,225 18.7%
うち診療材料費 1,184 12.2% 2,008 11.0% 3,292 13.7% 2,880 13.3% 116 6.2% 884 10.7% 729 11.1%
うち給食用材料費 44 0.5% 48 0.3% 84 0.3% 79 0.4% 17 0.9% 41 0.5% 38 0.6%

うち給与費 4,918 50.8% 9,729 53.1% 10,889 45.2% 10,100 46.5% 1,247 66.1% 4,947 59.8% 3,385 51.6%
うち委託費 825 8.5% 1,428 7.8% 2,249 9.3% 2,042 9.4% 152 8.1% 876 10.6% 550 8.4%
うち給食委託費 118 1.2% 202 1.1% 221 0.9% 206 1.0% 43 2.3% 136 1.6% 94 1.4%

うち設備関係費 1,044 10.8% 2,101 11.5% 2,706 11.2% 2,499 11.5% 155 8.2% 949 11.5% 683 10.4%
うち減価償却費 650 6.7% 1,581 8.6% 1,710 7.1% 1,569 7.2% 78 4.1% 609 7.4% 421 6.4%

うち研究研修費 22 0.2% 98 0.5% 54 0.2% 53 0.2% 2 0.1% 17 0.2% 14 0.2%
うち経費 530 5.5% 665 3.6% 1,088 4.5% 985 4.5% 159 8.4% 570 6.9% 384 5.9%
うち水道光熱費 191 2.0% 431 2.4% 467 1.9% 434 2.0% 35 1.8% 199 2.4% 130 2.0%
うち人材紹介手数

料 28 0.3% 34 0.2% 19 0.1% 33 0.2% 16 0.9% 41 0.5% 21 0.3%

医業利益 △676 △ 7.0% △1,570 △ 8.6% △1,331 △ 5.5% △1,427 △ 6.6% △66 △ 3.5% △1,138 △ 13.8% △415 △ 6.3%
医業外収益 514 5.3% 1,257 6.9% 1,253 5.2% 1,175 5.4% 63 3.3% 788 9.5% 329 5.0%
医業外費用 169 1.7% 176 1.0% 359 1.5% 305 1.4% 31 1.6% 201 2.4% 109 1.7%
経常利益 △331 △ 3.4% △488 △ 2.7% △436 △ 1.8% △556 △ 2.6% △34 △ 1.8% △551 △ 6.7% △195 △ 3.0%
Ｒ元年度比 △252 △ 2.6% △655 △ 3.6% △747 △ 3.1% △688 △ 3.2% △24 △ 1.3% △207 △ 2.5% △153 △ 2.3%

※内数として記載している勘定科目の「1施設当たり平均」及び「対医業収益比」は当該科目の回答があった施設における1施設当たり平均及び医業収益に対する
比率を示す

※各項目の内訳の合計額は、その他の項目がある等の理由により合計と一致しない

単位：百万円
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